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１　研究の視点
中学校社会科は
，公民的資質の育成をねらいとした
教科である
。特に，地理的分野は，わが国土や世界の
人々の生活の様子を知り
，自分の住む地域を見つめ直
すことのできる教科であり
，本来，子どもたちにとっ
て
，興味のつきない社会への目を開く魅力のある教科
であるはずである
。しかし，一方で，受験科目として
「地理＝暗記科目」という誤解を受けたり，産業・経
済重視
，人間不在の地理という批判がなされてきた。
平成元年度版中学校社会科学習指導要領（以後「新
学習指導要領」）では，社会科は国際化の進展等社会
の変化に対応して
，広い視野に立った日本の国土認識
が一層深められるよう配慮して，内容の改善が図られ
た
。特に，国際化に対応し，衣食住など人々の生活を
重視し
，世界や日本の諸地域を弾力的に扱うなど，大
きく改め構成され
，また，課題学習が導入され，自ら
主体的に学ぶ子どもを育てることが強調されている
。
今回の改訂の生活重視への転換は
，中学校地理的分
野において歓迎されるものであるが
，一方で，人々の
生活や文化を教材化することは難しく
，ともすれば，
具体物や活動の場面の提示に終始し
，教科としての科
学性を失うことになる
。社会科は，子どもの社会認識
形成を目的とする教科であるので
，現場の教師にとっ
て
，科学化をめざす「生活文化」学習の具体的な授業
設計理論が必要とされている。
２　研究の目的（1）目的
本研究の目的は
，今後の社会科教育の鍵概念である
「生活文化
」の授業をどうしたら科学化できるかを社
会認識形成の立場から検討し
，授業設計理論を構築し，
授業モデルを提案するものである。
尚
，「生活文化」の中でも更に中核の概念である食
に絞り研究を行う。
上記の研究目的を達成するために，以下の方法で研
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究を進める
。
（2）研究仮説
食を主題とする学習に時間軸を組み込んだ授業設計をするならば，社会認識が深まり，地域性が明らかに
なる。
（3）作業仮説
食に接近する最近の社会科学としての人類学
・歴史
学等の成果から基本概念と思考法を抽出し
，授業設計に
援用ができれば，匚生活文fﾋ」教材の科学陛が高まる。
３　研究の方法
本研究は生活文化の授業設計理論の構築をめざすも
のであるから
，先行研究については全て，問いの質と
生徒が獲得する知識の質によるミクロな社会認識構造の分析を通して論を進めていく。
巾　食に関する先行研究と学習指導要領の取扱いを明
らかにし，現状と問題点を明らかにする。
（2）食に関心を示す人類学
・歴史学等の社会諸科学の
成果を概観し，生徒に獲得させたい主要概念を抽出
する。
（3）食に関心を示す人類学者・歴史学者等の思考法を
分析して，問いの構造を明らかにする。
（4）生徒が獲得する知識の質（授業の内容）と認識構
造の深化過程（授業の方法）が明らかとなる授業分
析フレームワークを（2囗3から作成し，既存の食を
主題とする授業の科学性の検討を行う。
（5囗4）の成果をもとに
，授業設計理論を構築し，授業
モデルを提案する。
授業モデル作成にあたっては
，中学校社会科への課
題学習の導入に対応させる。
注：「生活文化」は広義の意味での「生活・文化」
と解釈する。
ただし，研究においては食に絞る。
｜　社会認識形成から見た食を主題とする学習の歴史
と問題
柳田社会科や石田龍次郎の昭和22年版「人文地理
」
の食に関する問いの質を吟味した。民俗学等の成果か
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ら援用した質 の高い問いも見られるが，問いが構造化
されていない。 1980年代に生活文化学習が定着したが，
これは生活文化教材と社会認識形成とをつなぐ授業理
論がない点に問題かおる。1）
H　 食に関する人類学・歴史学等を始めとする社会諸
科学の援用
（1） 子どもに獲得させる基本概念の抽出
アメリカのバンクスが人類学の基本概念を1973 年に
発表している。そこで，食に関する最近の人類学や歴
史学等の研究成果を整理し食を主題とする学習で獲得
させる基本概念の抽出を試みた。2）
（2） 食に関する人類学者・歴史学者らの問いの構造の
抽出
食に関する社会科学者の問いの構造は，時間軸と空
間軸を駆使して，社会科学の基本である社会事象の因
果関係を追求する問いの連続により認識が深化してい
ることが明らかとなった。3） この問い の構造分析か
ら，生活文化教材の授業の科学化をめざすには，時間
軸を導入するという仮説 の有効性が高まった。
Ⅲ　社会認識構造に着目した授業分析
１　授業分析フレームワークの設定
ｎのように，食を主題とした人類学を始めとする隣
接科学の基本概念の抽出と，問いの構造（思考法）の
分析を基にして，食を主題とする授業の科学性を吟味
する分析フレームワークを次の通り設定した。
《授業分析フレームワーク》
|←空間軸→|←　　 時　　　 間　　　 軸　　　→|
授
業
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技術
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食
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農法 土壌 階層
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１
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Ｄ
→ ○
Ｄ
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（Ｄ：因果関係的知識 Ｈ:分析的知識 Ｗ:記述的知識）
二重線より左が主に空間軸，右が時間軸で，例１の
ように二重線をまたがって，因果関係的知識が２つ組
み込まれていれば，認識が深化する授業 となる。同時
に，保存技術の因果関係の理解へ深化しているという
ことも確認できるように工夫されている。つまり，社
会認識の深化構造と人類学等の基本概念が組み込まれ
ているかどうかが総合的に判断できる授業分析フレー
ムワークを開発した。
２　授業分析の方法
次に授業分析を行う際の視点および方法・対象を明
らかにする。
（1） 食を主題とする学習の「科学性」の吟味
授業者が子どもに獲得させた知識（中核となる問い
によって導かれる知識）を実践例から抽出し，知識の
質と深化構造に着目して分析する。
（2） 分析対象文献について
食を主題とする学習の授業を『教育科学社会科教育』
・『歴史地理教育』・『ひと』をはじめ最近出版され
た授業例集（『教材百科：食べ物の授業』・『社会科
課題学習の新展開』・『世界の人々の生活の教材化と
展開』）等から幅広く70事例集めて，分析した。
（3） 授業分析の視点
人類学・歴史学の成果を抽出してその内容項目と獲
得される知識を照らし合わせる。その際，知識の組み込
まれ方も検討する。７つの内容項目は次の通りである。
卜
「保存技術」・「輸送技術」・「食文化の創造・
蹴 元 四 岡
・「階層・社会集団」
２　授業方法の科学性を吟味する視点
食を主題とする授業方法の科学性を吟味するために，
次の３つの視点を設定する。
視点①習得される知識 の質 はどうか。事実的知
識か因果関係的知識かＯ
視曵②現象的因果関係 と本質的因果関係がどん
な構造になっているか。
視点③二層構造の場合現象的因果関係から本質 的
因果関係へ導く時の問いはどうなっているか。
１．２の視点を総合的に見る分析フレームワークを
作り，食を主題とする授業の分析を行う。授業の分析
結果を表１に示す。表１は，授業分析フレームワーク
の結果をまとめたものであり，社会認識構造が一覧で
きるように工夫してある。Ｏ
【表１】授業分析結果一覧
科学的社会認識形成をめざす食を主題とする学習の分析
フレームワーク
授 業 題　目 授業者 出　 典 食 目標の
分 類
地理学 人類学・歴史学( 生活の知恵) 网能会ａ
自然
環境
政治
鰹筋
保存
技術
輸送
技術
食文化
哺 位･
受容
穀物
家畜
化
嘆法土壌
階啗
社会
集団
検証深化
二旧
１「食糧と人間」を通し
てのグローパルェ デ
ュケーシ３ンの試み
石橋昌雄
社会科教育
Na 252.1984
pp. 27-30
インド
の食
方向目標
提示型
ＯＤ ０Ｗ
Ｓ
スライ
ド
－Ｕ
２ ココヤシをネクに東南
ｱ ｼﾞｱの学習を深める
竚柳修司
社会科教育
No. 287.8.1986
PP.  38-39
コ コ
ヤシ
方向目標
提示型
頑伺
Ｓ
]]ヤノ
に吐Ｍ
二旧
３ 西アジアの遊牧の
授業
安井俊夫
社会科教育
Na411.4.1987
DD 10-24
乳肉
己述的知識
こよる目柧
餘 型
ＯＨ OH! OH
ST
話し合
い
67 遼牧民の生活
とイスラム教
矢口舜慈
社会科の解説
と実践小学館
1989 pp.74-76
パ ン
乳
説明的知識
による目梳
提示型
OD ０Ｗ
ow Ｔ 一泗
68 身近に国際化
教材間発のヒント
波眼
社会科教育
Na381.9.1993
pp. 52-55
天 ぷら そば
ハﾝ ﾊﾞｰ ｶﾞ
方向目標
提示型
ＯＤ Ｓ 一回
69 歴史授業のワ
ルード化
有田和正
社会科教育
No.381.9.1993
pp. 95-98
木の家
の食事
方向目標
提示型 OD
ST 一旧
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３　授業分析の結果
授業を分析した結果について考察する。
（1） 視点①についての分析結果と考察
《視点①：習得される知識の質は事実的知識か因果
関係的知識か。》
食を主題とする授業を，獲得される知識によって分
類した結果，70 事例中23 事例が事実的知識を獲得する
もので約３分の１を占めている。 また，これに対して，
因果関係的知識を獲得する授業 は，70 事例中47事例で
あった。これは社会事象間の因果関係の追求を基本と
する社会科授業としては少ない。
（2） 視点②についての分析結果と考察
《視点②：現象的因果関係と本質的因果関係的知識
の深化構造について》
ア〈二層構造かどうか。〉
次に，認識構造に着目した。科学的社会認識形成を
めざすためには現象的因果関係から本質的因果関係の
理解に認識構造が二層に深化していくことが不可欠で
ある。5）二層構造になっている授業 は，70事例中18 事
例と全体の３割に満たない。また，因果関係的知識が
獲得される授業の中に限っても，47 事例中18事例であ
った。更に，獲得する因果関係的知識の内容を検討し
たが，食を主題とする学習においては現象的因果関係
を 厂自然」と結び付けているものが多 く，この一層の
因果関係の追求で終わるものが多い。 また，現象的因
果関係を「経済」と結び付けているものが多い。
また，社会認識が深化するために，食と１つの自然
的因果関係と実際に砂糖きびの節の数や米の数を数え
る活動を取り入れ，検証過程を結び付けて二層構造に
して深化をめざすパターンも７事例見られた。このパ
ターンは有田氏の実践によく見られる。そして本質的
因果関係に人間の「生活 の知恵」，即ち歴史的な視点
を組み込もうとした授業 は６事例と少ない。（表２）
【表２】現象的因果関係と本質的因果関係の認識構造
現象的因果 関係 本質的因果関係 事 例数
自然 １ ０
経済 ５
自然 経済 ９
経済 経済 ３
生活 の知恵 １４
生活 の知恵 生活の知恵 １
自然 生 活の知恵 ５
イ〈人類学等の知識の組み込まれ方はどうか。〉
次に，人類学・歴史学 の成果から 匚保存技術」 匚輸
送技術」「‾食文化の創造・受容」 匚穀物化・家畜化」
等の項目を設定し，授業者が生徒に獲得させた知識が
どの内容に属し，しかもその知識がＤ（因果関係的知
識），Ｈ（分析的知識) , w  (記述的知識）の３つの
どの形で組み込まれているか分析した。分析結果は次
の通りである。（表３）
【表３】人類学等の知識の組み込まれ方
地理学 人類学・歴史学（生活の知恵）
自然
環境
政治
経 済
保存
技術
輸送
技術
食文化
の創造
・受容
穀物
家畜
化
農法 土壌 階層
社会
集団
Ｄ 23 21 ６ ２ ７ ０ ２ ０ １
Ｈ ３ ４ １ ２ ４ ２ ２ １ ０
Ｗ １ １ ２ ０ 11 ３ ０ ０ １
計 27 26 ９ ４ 22 ５ ４ １ Ｊ
「食」と「自然環境」との内容が因果関係的知識と
して獲得されるように組み込まれているのが23もある。
「食」と「政治経済」との内容が因果関係的知識とし
て獲得されるように組み込まれているのが21ある。
しかし，「食文化」の創造・受容の内容が因果関係
的知識として獲得されるものが７に対して記述的知識
として獲得されるものが11である。
このように見ると，食と自然との因果関係の追求や
食と政治経済との因果関係の追求は多くなされている
が，生活の知恵との因果関係の追求を組み込んだ授業
はわずかしかないことが明らかとなった。
これは，生活の知恵が記述的知識としては教えられ
ていても，社会認識形成をめざしながら，時間軸を取
り入れて地域性の理解へ深めていくように設計された
授業が少ないことを意味している。
ウ【社会認識構造の深化パターンについて】
70事例に及ぶ授業分析から，食を主題とする授業の
内容と方法の科学性を検討し，総合分析フレームワー
クにより一覧できるようにした。尚，その中でも特に，
社会認識構造の深化パターンに着目すると，主に次の
４つのパターンに分類できることが明らかとなった。
《パターン１》：食文化が記述的知識（ Ｗ）として組
み込まれている授業
授 業 題 目
地理学 人類学・歴史学（生活 の知恵） 科学姓 会 灘
蒻齟詰皿殞詐
農法 土壌
蕊
検証
鸚
12 世界の食事(2)
スライド･ ｹﾞ゛
ムを 中 心 に
０
Ｗ
Ｔ
スラ イ
ド
×
この授業は，アフリカのクスクスや南太平洋のウム
料理等の食文化を扱い，教師によるスライド提示があ
り興味深いが，記述的知識の獲得で終わっている。
《パターン２》：食と保存技術の因果関係的知識Ｄが
１つ組み込まれているが検証過程との組み合わせで認
識が深化し二層構造となっている授業。
－43 －
１沮のＤ→Ｖ（　証）　　　　　　　 二川 造ヽ
授 業 題 目
地理学 人類学・歴史学（生活の知恵） 科学鞋 竟 累識
蒻齟皿顫纈RW
農法 土壌誤 検証 顋
17 寒 い 地 方 の
人々のくらし
○－
Ｄ
夕-Ｓ
燈
(二層)
この授業の事例に，野菜の保存法と寒い地域との因
果関係を探求するものがある。まず，「なぜ寒い地方
の人々は野菜を雪の中に埋めるのか。」という問いに
対して，子どもたちが「雪の中は暖かいから」と予想
する。これだけの授業であれば，食と保存技術の因果
関係的知識Ｄが１つしか組み込まれていないので認識
は深化しない。しかし，この授業では，更に，これを
検証するために，実際に雪の中の温度を計って，認識
が二層構造になり，社会認識が深化する事例である。
《パターン３》
二層の因果関係的知識（現象的因果関係と本質的因
果関係）が組み込まれ，認識が深化している授業。
Dp （現象的因果関係）→Ｄｅ（本質的因果関係）　 二層構造畏で77E回曁茘 ﾔ ゛ ｦぼg 叉と§jWJ
授 業 題 目
地理学 人類学・歴史学（生活の知恵） 秤皿 坦認澂
談詛蘇噐腦RI
農法 土壌 晉
集団
検証
暼
24 ハンバーガ'－
の授業
Ｔ
説明
二層
０Ｄ ○Ｄ
この授業は，ハンバーガーの消費量（変数）と熱帯
林の減少（変数）との因果関係を探究する。更に，ア
メリカではなく中米の牛肉が使われる理由（地域差）
を探究する。食と経済コストが本質的な因果関係的知
識として組み込まれた事例である。
《パターン４》
二層の因果関係的知識（現象的因果関係と本質的因
果関係）が組み込まれている。更に，Dp とＤｅが空間
軸（二重線より左）と時間軸（二重線より右）にまた
がっているので社会認識形成と同時に地域性の理解へ
進む授業。
Dｐ（現象的因果関係）→Ｄｅ（ 本質 的因果関係）　 二層構造Ｄ 豐蓊諂 ･De
授 業 題 目
地理学 人類学・歴史学（生活の知恵） 袢四 挫認澂
蒻詛蘇詛懽篩
農法 土壌
蕊 検証 深化二層
47 野 田 の 醤 油
づ く り
Ｔ
説明
二層
０
Ｄ
０
Ｄ
この授業は野田の醤油づくりの立地の理由をまず現
在の空間七探究している。更に，過去の空間に目を向
け，特に江戸時代から発達した理由を醤油を保存する
樽のたがの技術の発達との因果関係から明らかにして
いく。
尚，前述の如く分析フレームワークの二重線より左
が地理学等の内容で空間軸を示す。右が人類学等の生
活 の知恵の内容で主に時間軸を示す。従って，今後は，
パターン４のように二重線の右の時間軸に意図的に，
Ｄ（因果関係的知識）が組み込まれるようにすれば，
歴史的アプローチが可能になり総合的に社会事象を追
求する授業が設計できる。6）
以上の授業分析から明らかになったのは，食という
身近な具体物から授業を展開しているが，獲得させる
知識が明確に授業者のねらいとなっていないと，食を
使ってもただ生徒が活動しただけで社会認識が育たな
いということである。授業者が目標を明確にして，食
に関して生活の知恵をどんな知識として組み込むかが
重要である。従って，食を主題とする学習の科学化を
図るためには，授業 の目標＝獲得される知識に，地域
の人々の生活の知恵を因果関係的知識として組み込む
ことが必要である。
（3） 視点③の分析結果と考察
《二層構造にするための問い（手だて）とは何か。》
それでは，食を主題とする学習において社会認識を深
化させるための手だては何だろうか。そこで，分析対象
の授業のうち，社会認識構造が二層になっているｎ 事例
を更にミクロに吟味して，どんな問いが組み込まれてい
るかを抽出して整理した。この結果を表４に示す。（表４）
【表４】二層構造にするための問い（手だて）
現象的因果関係
現象的因果関係から
本質 的因果関係の理
解へ導く問い
本質的因果関係
N(1原因 結果 過去or地域差（内容）原因 結果
16 歴史
現地の人が食べ
れない食
過去 ヤ ムイモ畑→
カカ オ畑
経済
現地の人が食
べれない食
20 経済 地域発展 過去1972 年に激増 農政 地域発展
21 自然 飢餓 過去 独立後の飢餓 経済 飢餓
22 自然 食文化
地域差 日本 も寒い
が オンドルはない。
自然 食文化
23 自然 農業の発展
地域差 フランス革
命後に発展。
農業
集団
農業 の発展
24
消費
量
土地利用
地域差 アメリカと
中米
経 済
コスト
土地利用
25 人 口
人口支持力 とし
ての米
地域差 タイ・アメ
リカ米と他国米
経 済
コスト
輸出増
44 自然 西日本的要素 地域差 西 の要素強 歴史 西日本的要素
47 材料 地域形成
過去 江戸時代当時
の醤油の保存技術
輸送
技術
地域形成
53 自然 地域形成
過去1876 年 の冷凍
船 の開発(年 表掲示)
輸送
技術
地域形 成
70
人の
行為
中国から文化を
輸入
地域差 他の事例と
比 較
技術
受容
遣唐使の派遣
その結果，科学的社会認識形成をめざすためには，
現象的因果関係の理解から本質的因果関係の理解へ認
識が二層構造になっていることが必要であるが，その
深化へ向かう問いは，地域差に着目したり，過去の空
間に戻る問いを組み込んで地域性を追求していること
が明らかになった。
例えばNa 23 の授業は，地域差に着目させる問いが
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組み込まれた授業である
。この授業は，フランスでパ
ン作りが発達した理由を
，まず小麦栽培に適している
という自然条件で説明した後
，色鉛筆で，生徒に，特
にパン作りが集中して発展している地域を色塗りさせ
て
，パリ近郊の農村に集中 ことに気付かせて
（地域差に着目）
，その原因を追求して，フランス革
命後の自由農民層の増加が小麦作りを更に発展させた
という本質的因果関係の理解にまで認識を深化させて
いる
。また, No. 20の授業は，過去の空間に戻る問い
が組み込まれた授業である
。この授業は愛媛のみかん
作りの原因を暖かい気候という自然条件と結びつけた
（現象的因果関係の理解）後
，「1972年に愛媛のみか
ん作りが発展したのはなぜか
」という過去のある時点
に戻る問いをだすことで
，当時の農業奨励政策という
本質的因果関係の理解に認識を深めている
。
視点③の分析から
，授業設計において，社会認識構
造を
二層に深化させるためには，
①「地域差」に着目させるか，②「‾過去」のある時点
の空間に戻ることが極めて有効である
。これは，地域
差に着目することで
，それぞれの地域の独特の対応や
技術の創造が追求されることになり
，また，過去のあ
る時点の空間に戻ることで
，その時代背景のもとで人
間が困難や制限に対応しながら
，生活の知恵や技術を
創造してきたことが明らかになるからである
。
この２つの社会認識深化の手だては
，ｎで分析した
社会科学者の思考法に共通するものがあり
，社会認識
形成をめざす授業設計に生かすことができる
。
３　授業設計へのアプローチ
【科学的社会認識形成をめざす食を主題とする学習
のアプローチ】
科学的社会認識形成をめざす食を主題とする学習の
授業設計を行うためには次の①から④が満たされるこ
とが必要である。
①食に関する人類学等の社会諸科学の成果を因果関係
の形で組み込む。
②現象的因果関係は自然環境との因果関係に着目して
抽出する。
③本質的因果関係は
，時間軸を導入して，匚地域差」
に着目したり
，［‾過去］の空間に戻り，その地域や時
代においてどんな「制限
」があり，それに対して人は
どんな適応をして「技術
」や匚生活の知恵」を生み出
してきたかを吟味すれば，歴史的因果関係が抽出でき
る。
④②③が二層構造になるように意図的に組み込む
。
また
，授業分析の結果から，科学社会認識形成を
めざす食を主題とする学習の基本構造は次のようにな
る。
??ー(生活の知恵)
移動
（流通）
ぞ一一　空間　→地域形成
IV　授業モデルと今後の課題１　授業モデル
以上の授業設計理論に基づき
，食を主題とする学習
によって社会認識形成を図るための概念探究型の授業
モデルを３タイプ（モデルabc)提案する
。7）
その際
，新しく中学校社会科に導入された課題学習
に対応させて設計した
。　8）9）また，モデルでは，初
期社会科や
，現行の生活文化の地理授業でほとんど取
り残されていた課題であった問いの構造化の問題を解
決する１つの試みとして
，人類学者や歴史学者の概念
装置を意図的に授業に組み込んだ。
〈モデルａ〉;主食の授業（人類学の成果の組み込み）一社会事象の関連を追求する力を育てる。
〈モデルb〉;料理・台所の授業（ミクロな社会事象）一社会事象の原因と結果の関係を追求する力を育てる。
〈モデルｃ〉;昆布巻の授業（食文化と地域形成）
一社会事象の関連を追求する力を育てる。
２　今後の課題
モデルａｂｃは，地理学習に時間軸を導入し中核とな
る本質的な因果関係を導く問いを抽出できれば
，現場
に適用できる有用性の高いものである
。今後の実践で
検証していきたい
。また，生活文化教材の授業を科学
化する場合，問いの構造化の問題は更に検討されるべ
き課題である。［注及び引用文献］
１）伊東亮三氏は，初期社会科の知識に学ぶべきもの
が多いことを示唆している
。（26年版指導要領がめざ
したもの，残したもの）「教育科学社会科教育」明治
図書Na274 1985.8,pp.27-31)初期社会科については
従来論じられてきたが問いの質の面から充分吟味され
ていなかった
。詳しくは，拙文「食を主題とする社会
科授業の設計
一生活文化教材の科学化をめざしてー」
兵庫教育大学修士論文1993.12第１章参照のこと
。
２）紙面の枚数の関係で省略する
。食に関する人類学・
歴史学等の動向を整理し
，ボルト等を参考に，基本概
念を因果関係の形で整理して概念表を作成した
。例え
ば
，上位の概念としては次のように抽出した。
〈保存技術〉：「穀物は余剰食糧を生みだしたので国
家が生まれた。」
〈輸送技術〉：「保存技術の発達が地域形成を促した。」〈穀物化〉：「人々は厳しい制限の中で次々と知恵を
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生み出してきたので厳しい自然条件に適応できた。」
丁各民族は自分たちの風土に合い，人口をまかなえる
だけの食を得る方法を生 みだしたＯ
」
〈食生活の受容・創造〉「人々は食生活を受容し，新
しい食文化を創造してきた。」
〈階層・社会集団〉：「食は階層・社会集団形成と因
果関係がある。」
〈土壌〉：「土壌侵食と文明の崩壊と関連がある。」
〈土壌〉：「人間が技術革新を繰り返してきたことが
食糧の生産を増やした。」等である。詳しくは，拙文
（前掲論文l））第２章を参照のこと。
３）角山栄氏の『茶 の世界史』中公新書の問いの構造
を分析した。資料として一部を紹介する。角山氏の問
いの構造は時間軸と空間軸が巧みに駈使されて認識の
深化が行われている。詳しくは拙文（前掲論文1）第２
章）を参照のこと。
【角山栄氏の「茶の世界史」の問いの構造】
厂詣昌顳ぺ白
Ｃ
Ａ 一Ｂ －
Ｄ
Ｅ
- Ｆ 一 Ｇ 一Ｈ 一Ｉ-
隣⊆言ヨ
飲料と
ﾚ ‾
（本当かどうか）
18世紀のヨーロッパとアジアの２つの地域
のっながりを分析　　　　
コ
紅茶文化の普及と植民地化との因果関係を追求
（２つの異なる社会事象の関連を追求）
ｏ　　 ｎ ｎ 一一 ・　　R    S
なぜイギリスは茶を選択したか。
二 日本茶が開国後の世界経済に巻き込まれる過程の分析 ¬
一 口Ｅ］－ ｕ － ｖ－ ｗ－ χ一一Y Z － α － β － ７
なぜ日本茶が衰退するのか。
４） 詳 し く は 拙 文 （前 掲 論 文u)  pp.96-100 に70 事 例
の 授 業 分 析 結 果 の 全 て が一 覧 表 と して 提 示 し て あ る。
こ こで は紙 面 の 都 合 で 一 部 の み提 示 し, pp.7-8 に主 な
授 業 パ タ ー ン とそ の分 析事 例 を 紹 介 す るo
5 ） 岩 田氏 は 岩 井 市 の 農業 や 水 俣 病 の 原 因 の追 求 の 例
で 現 象 的 因 果 関 係 か ら 本質 的 因 果 関 係 の 理 解 へ 認 識 を
深 化 さ せ る 授 業 の重 要 性 に 触 れ て い る。 （ 岩 田 一 彦
『小 学 校 社 会 科 の 授業 設 計 』 東 京 書 籍1991pp.26-28)
こ の よ う な ミ クロ な認 識 構 造 の分 析 研 究 が 従 来 ほと ん
ど な さ れ て い な か っ た。
６） 地 理 の 授 業 に 時 間 軸 を 組 み 込 む だ けで な く， 歴 史
に空 間 軸 を 取 り入 れ て い く こ と も 必 要 で あ る。 こ の点
は 佐 藤 照 雄 氏 「 匚生 活 文 化 を ど のよ うに取 り上 げ る か」
） 『 教 育 科 学 社 会 科 教 育 』 明 治 図 書1980.10,  No. 208 p.
28）や小俣盛男氏（「歴史的分野における多角的・総
合的な思考力の育成」『教育科学社会科教育』明治図書
1984.ll.Nd  263 pp.23-26) らが述べているがミクロ
な授業の認識構造から分析して論を進めているものは
見あたらない。
７）〈モデルａ〉では， 匚主食と人々のくらし」 で，
記述的知識の習得に終わりがちなこの単元を主食の存
在理由に自然条件と結びつけるだけでなく，時間軸を
導入し，「主食と文明（古代国家形成）との関係はあ
るか？」という因果関係の追求の問いを意図的に組み
込むことで，パン，とうもろこしや根菜類等と文明と
の関係を検証していき科学化をめざしている。時間軸
を導入して，認識構造を二層以上にすることで科学的
なものにするｏ そして， この学習を行った結果，生徒
は概念装置を獲得したことになり，主体的な思考を持っ
た生徒が育ってくる。
〈モデルb 〉は琉球料理を沖縄は暑いから保存食が
多いという自然条件と結びつけた後，冊封体制という
歴史的条件と結びつけて沖縄の地域性の解明をめざす
授業を提案したｏ また，「世界の台所・日本の台所」
では炉の火の使い方というミクロな社会事象に着目さ
せ，自然条件だけでなく， イタリアの炉の小さい原因
はローマ帝国時代既にパン屋が独立していたという歴
史的な条件と結びつけたり，西日本にかまどが多い理
由を南からの稲作文化の伝来と結びつけていく検証過
程を組み込んだ授業を設計した。
〈モデルｃ〉は時間軸を導入して， 北海道・薩摩・
沖縄・富山のそれぞれの地域形成を昆布を指標として
動態的に追求を深めていくように設計した。
詳しくは，拙文（前掲論文1）第４章）参照のこと。
８）モデルでは課題学習において，例えば，社会事象
の原因・結果を追求する能力，社会事象間の関連を追
求する能力というように育てたい能力を明示した。
いずれの授業モデルも，生徒の主体的な思考を育て
るように意図的に授業設計を行った。
９）小原友行氏は，第42回社会科教育学会（広島大学）
1993､10.10 において課題学習を，自転車技術の教授 に
例えて，最初自転車の後ろを支えてやる段階の練習と
離してやる段階かおるというようにステップを踏んで
社会科で養うべき能力を育てていく研究が重要である
ことを示唆している。（小原友行 匚中学校社会科『課
題学習』の実践課題」全国社会科教育学会【課題研究
ｎ新しい学力観に立つ中学校社会科の実践課題】筆者
は， この意図的に育てたい能力を組み込んだ授業モデ
ルが前者で，授業終了後，これをきっかけとして育つ
概念装置を基にして子どもが更に自ら学ぶ時点を後者
と考える。）
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